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青少年交流会報告

　ロータリーの青少年プログラムは４つあります。インターアクト、ローターアクト、青少年交換、ライラです。

そして、米山奨学生事業もそこに含めば５つあります。

　青少年プログラムの目的は、次世代のリーダーを育てること、地域社会に貢献できる若者を育てること、そ

して一番大事な目的は世界平和を築くことです。

　伊藤ガバナーと何度か検討し、地区大会期間中に開催される今年度の青少年交流会は、例年のような午前中

の２時間を使うのではなく、地区大会２日目の式典の午前中のプログラムと午後からの関係する記念講演に

参加してもらい、ロータリーを知り、感じてもらうとともに、モンゴル・フレーＲＣの米山学友ジャンチブ・ガ

ルバドラッハ氏（新モンゴル学園理事長）による記念公演「ロータリーを語ろう  そして  夢を叶えよう」を拝聴

して、その内容を踏まえたディスカッションを青少年交流会として企画することにしました。

　当日、午後２時５０分から、青少年プログラム参加者９０名、担当ロータリアン２０名程度の１００名超え

のメンバーで青少年交流会を開催いたしました。矢口青少年奉仕アドバイザーＰＧの開会点鐘で始まり、引き

続き、私の方から、ディスカッションの進め方、グループ分けの意味、趣旨説明の時間も頂きました。

　以下、主に私の発言を通して、本年度青少年交流委員会のご報告をいたします。

　インターアクトは現在１４５か国、１４,９１１クラブ、３４２,９５３名が参加しております。ローターアク

ト、青少年交換も１００か国以上が参加しているプログラムです。もちろん先ほどご講演頂いた、ジャンチブ

さんのモンゴルにもあります。世界に繋がることももちろん出来ますし、また、ロータリーからも、青少年が積

極的に世界と繋がれるような内容のプログラムの提供もしております。

　今日は、第２８００地区内でも、学生の方、大学生、留学生、社会人と様々な方がここに集まっております。ま

ずは、目の前の身近な方と交流することから初めてみてはどうでしょうか。テーマに沿って、それぞれが感じ

たことを素直にグループで話してください。正解も不正解もありません。結論を出す必要もありません。いろ

んな人に自分の話を聞いてもらい、他の人の話も聞いてみてください。

　私はいつもこの青少年交流会を、小さなＲＹＬＡ（青少年指導者育成プログラム）にしなければと思ってい

ます。ＲＹＬＡプログラムを知らない人も多いと思いますが、ＲＹＬＡプログラムこそが、青少年奉仕プログ

ラムの要であると感じております（そこで、趣旨説明の中で一つ、ＲＹＬＡ的な要素を盛り込んでみました）。

　参加者全員に向け、目をつむっていただき、こんな質問をさせていただきました。「今、幸せですか。目をつ

むったまま、幸せだ、と思っている人手を挙げてください」。どのくらいの人が手を挙げたのでしょう？

　そのまま、３０分のグループディスカッションに。テーマは「ジャンチブさんの講演を聴き感じたこと」。

　その後、グループ（１０グループ）各２分間の発表です。講演を終えたジャンチブさんも参加しての発表会と

なりました。各グループ素晴らしい内容の発表でした。その中でも、「夢は何歳からでも遅くはない」、「苦労し

てもあきらめない気持ちがある限り夢はかなう」、「自分は今のところ夢がないが、焦らないで目標を見つけた

い」など、前向きな意見が多く出ました。

　その発表をすべて聞いた上で、ジャンチブさんに講評をいただきました。ジャンチブさんは、こんなにも素

晴らしい交流会とは思いもよらなかったと話し始め、大変感動したし、皆さんの活躍を期待したいと、本大会

プログラムより熱がこもった話を、時間をオーバーしてやっていただきました。

　そのあと、もう一度時間をいただき、「ジャンチブさんの話をもとに討論をし、自分のことをもう一度振り

返ることが出来たと思います。最初、今、幸せですか？と聞いた時、５分の１の方しか手を挙げられませんで

した。それではここで、もう一度同じ質問をします。今、自分は幸せだと思う人手を挙げてください」。なんと、

全員手を挙げてくれました。

　「そうです。ジャンチブさんは、留学中の苦学生のときも、寝る時間が３時間しかない毎日を送っている時

でも、その時々、どの時点でも、もし、今あなたは幸せですか？と質問されたら、ジャンチブさんは間違いなく

手を挙げていたでしょう。だから夢を叶えられたのです」。これが、ロータリーとの関りで得られる大事なも

のです。

　この交流会に参加した青少年の目の輝きが、始まった頃と終わった時では、ほんの2時間弱でしたが、確か

に違っていました。

　もっと自分が成長したい、前向きになりたいと思っているなら、今年６月１日～２日に予定しているＲＹ

ＬＡ研修に参加して下さい、と、少しピーアールもさせて頂き、矢口ＰＧの閉会の挨拶と点鐘で締めることが

できました。

　終了した後も、ジャンチブさんから、感謝の言葉と、感激・感動の握手を何度も何度もいただききました。ご

協力いただきました青少年の皆さん、学校関係者、関係ロータリアン、ご準備いただいた山形北ロータリーの

皆さんに感謝いたします。
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